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　カナダは日本にとって最も好対照を成す国の一つである、と一般に考えられているよう
である。この考えは、両国間に存在する自然的・人文的条件の差異に導かれていることが
少なくない。
　たとえば、カナダはおよそ998万㎞2というソ連に次いで世界第2位の広大な面積を有
している国であるのに、人口はわずかに2，580万人（1988年）にとどまる。逆に、日本は
カナダのおよそ27分の1にあたる37万㎞2という狭い国土に、そのおよそ5倍にあたる
12，278万人（1988年）の人口を抱える国である。また、カナダは豊富な天然資源に恵まれ、
世界でも有数の「資源大国」である。これに対して、日本は天然資源のほとんどを外国に
依存する形で、世界のなかで「資本・技術大国」としての地歩を固めてきている。その他、
両国は政治・行政機構など上部構造、あるいは自然環境の全般にわたり著しく相違してお
り、このことか両国国民経済の空間的枠組や構成上に、その特質あるいは差異として如実
に映し出されているのである。
　他面において、両国間には基本的できわめて重要な共通性を看て取ることもできる。た
とえば、ともに、「G7（先進7力国蔵相・中央銀行総裁会議）」を構成する「先進」資
本主義国家を標榜しながらも、アメリカ合衆国経済への依存性が極端に強く、経済的「従
属」とも言えるような状況のもとに置かれていること、さらにその関係を基軸にして国民
経済の機構・構造が築き上げられていることなどはその顕著な例と言えるであろう。
　このように、両国は本質的な部分で共通した面を持ちながらも、それを取り巻く「環境」
は、全体として相互補完的な条件により満たされており、それ故に大きな発展を遂げる素
地を有していると言えなくもない。これまでは、強大なアメリカ合衆国との関係のなかで、
日本とカナダの間の相互補完性、言い換えるならは関係強化のエネルギーが吸収されてし
まったため、それほど大きな発展を示すまでにいたらなかった。
　しかし、近年両国間をめぐる「環境」は急激に変化してきている。日本は対アメリカ合
衆国経済摩擦に直面し、その深刻化にともない多くの国と多極的な経済関係の確立を図る
ことが急務とされてきている。また、カナダにおいては、アメリカ合衆国の経済力を自国
の「繁栄」のためにいかに利用していくかという歴史的テーマを不変としながら、またこ
の意味からするならば現在の対アメリカ合衆国関係論も基本的にこの域を出るものではな
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いが、「加米自由貿易協定」が調印（1989年1月発効）され、両国関係が新たな段階に突
入している。これにもとづき、今後10年間に両国間に存在する関税・非関税障壁が全廃さ
れ、いわゆる「北米自由貿易圏」が形成されることになる。
　この協定に関するカナダ国民の評価は様々であり、かならずしも定まってはいない。し
かし、良きにつけ悪しきにつけこれを契機にカナダの国民経済空間がアメリカ合衆国のそ
れと一体化していくのであれば、第三国の資本にたいするカナダ国土の戦略的な重要性は、
著しく増大していく可能性もなしとはいえないであろう。特に、アメリカ合衆国との貿易
摩擦に直面している日本からの資本進出の活発化も予想され、日本とカナダの経済関係が
「迂回的」ながらも急速に発展していく可能性は十分にあると思われる。現在、すでにこ
の傾向が現れてきている。カナダ国民経済を構成する諸地域は、現在かなり急速な変動を
余儀なくされており、新たな国民経済の空間秩序の形成・確立に向けて急速な再編成を遂
げてきているのである。
　このように、カナダは今日きわめて重大な転機を迎えており、世界のなかでもホットな
地域になりつつある。さまざまな分野の研究が、相互交流の形で活発に進められることが
ますます重要となってきており、この講義がその実態を理解する上での一助になることを
期待したい。
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